
複素数の相等

θ 複素数の相等 ( 2 の 証明 )

a ,
b

,
cid は 実数より 、 a - c ,

b - d は 実数である 。

a
,
b , Cidが 実数のとき 、

at hi = Ctdi
1 . atai = 0⇒ a = G = 0

m

2
.

atai = ctdi 7 a = c かつG = d ⇒ a- ctla - d ) i = 0 } r
I を 証明 した

{
⇒ G - c = b - d = 0 ので 使えるん

( 1 の 証明 ) ⇒ A = C かつ A= d

まず , aa= G = 0⇒ atai = 0 」
. " ① を 示す よて、 atai = ctdic

a =A= 0 の cき Atbi = Otoi = O ( コメント )

よって ① は 成り立 つ 。
( 2 ) の 証明 の 別解 として 1 σ結果を 用いずに

a - cttbe -dli = 0⇒a -c = a -d = 0 をなの 1 σ証明 と
次 に 「 atbi = 0 ⇒ a = a = 0 」 … ② を 示す

同様に 示すこともできる 。

atbi = 0 のときAt o であると 仮定すると
L ← (ア )a
atii = 0 より i= -

a ィ“廻1 の 証明の ( 3 ) の 部分 の

G , h は 実数 より 一 @
は 実数であるが 、 これは

②σ 証明のときに 用いた
「
R ⇒ q 」

の 否定の仕方
i が虚数であることに 矛盾 。 当 A= 0

「

R ⇒ q」 の 否定は 反定 が成り立っているとき 結論が成り立 たない。

よって
、 Gtli = 0 かつA= O より G= 0 R q

したがて ② は 成 り 立 つ ⇒ q でない」 がう為だからといて

以上 より
,
Atii = 0 ⇒ a = b = 0 (証明終 ) NGRqでない R ⇒ qが 真であるとは限らない 。

R ⇒ qでない」
が偽 というのは

{
条件 P をみたすもののうち 1 つでも qでないものが

回営 存在する状態。


